
事例 中学校数学科 可茂地区 （Ｎ中学校）

１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第３学年

学習指導要領 第３学年の内容 Ｃ （１）ア、イ

単 元 名 「関数」 （全１２時間）

単 元 目 標 ○具体的な事象を調べることを通して、１次関数とは異なる数量関係があ

ることを見いだそうとしたり、関数 の特徴を表、式、グラフに表y=ax2

して調べようとする。

（ ）数学への関心・意欲・態度

○具体的な事象の中から関数や法則を的確にとらえ、変化や対応の様子に

着目するなどして、関数 を見いだすことができる。また、関数y=ax2

の式とグラフの関係を考察したり、その特徴をとらえることがでy=ax2

きる。

（ ）数学的な見方や考え方

○さまざまな事象の中にある数量の関係を式で表したり、関数 のグy=ax2

ラフをかくことができる。

（ ）数学的な表現・処理

、 、○事象の中には 関数 を用いてとらえられるものがあることを知りy=ax2

関数 の意味やグラフの特徴を理解することができる。y=ax2

（ ）数量・図形などについての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画の工夫

・毎時間、前時の学習内容を振り返り、定着を確認していけるように工

夫する。

・数量の変化の様子を調べるときには、表、グラフ、式の３つをもとに

関係をとらえていく態度を身に付けていくようにする。

○単位時間における工夫

・自己評価カードを利用し、単位時間ごとに学習内容の定着を振り返る

場を設定する。

・習熟を図る時間には、自分の到達度を踏まえ、問題選択をしていける

ような学習プリント等を多様に準備する。

参 考 資 料 資料１：机間指導の際の補助簿



２ 単元の評価規準

ア 数学への関心･ イ 数学的な ウ 数学的な エ 数量、図形などに
意欲･態度 見方や考え方 表現・処理 ついての知識・理解

具体的な事象を調べ 具体的な事象の中か さまざまな事象の中 関数 の意味、y=ax2

内 ることを通して、一 ら関係や法則を的確 にある数量の関係を 変化の割合とグラフ
容 次関数とは異なる数 にとらえ、関数のと 的確に表現したり、 の特徴、問題解決へ
のご 量の関係があること る値の変化の割合に 関数 の関係を の利用の仕方を理解y=ax2

まと が分かり、こうした 目を向けるなど、変 表、式、グラフによ している。
との 見方や考え方をもと 化や対応についての って数学的に処理す
ま評 に数学的に考察した 見方や考え方を一層 る。
り価 り、意欲的に問題の 深め、事象を数理的
規 解決に活用しようと にとらえ、見通しを
準 する。 もち論理的に考察す

ることができる。

単
元
の評 単元が内容のまとまりと一致しているので、同じ評価規準である。
価
規
準

単 【 関 数 の 関 係 】y = a x2

、位 ①具体的な事象の中 ①具体的な事象の中 ①関数 の関係 ①関数 の意味y=ax y=ax2 2

時 にある二つの数量 にある二つの数量 を式で表すことが 割合の意味を理解
間 の関係に関心をも の関係を、変化や できる。 している。
に ち、観察、実験、 対応の様子に着目
お 調査などを通して して調べ、関数、
け 関数 に つ について考y=ax y=ax2 2

る いて考察しようと 察することができ
具 する。 る。
体 ②関数 で表すy=ax2

の ことができる事象
評 の変化や対応を一
価 次関数などと比較
規 して考察すること
準 ができる。

【 関 数 の 特 徴 】y = a x2

②関数 に関心 ③関数 の特徴 ②関数 の関係 ②変化の様子、グラy=ax y=ax y=ax2 2 2

y=ax aをもち、表、式、 を表、式、グラフ を表、式、グラフ フの形 の、
2

グラフを用いて、 を用いて考察する で表現したり、変 の意味、変化の割
その特徴を調べよ ことができる。 化の割合に着目し 合の意味など、関
うとする。 たりするなどして 数 の特徴をy=ax2

その特徴をよみと 理解している。
ったりすることが
できる。

【 関 数 の 利 用 】y = a x2

③関数 の関係 ④具体的な事象を、 ③関数 の表、 ③関数 を用いy=ax y=ax y=ax2 2 2

が実生活と深くか 関数 を用い 式、グラフを用い ると事象を考察しy=ax2

かわっていること て考察し、その結 て具体的な事象を たり、予測したり
に気付き、関数 果が適切であるか 表現したり、処理 できることを理解

を活用しよ どうか振り返って したりすることが している。y=ax2

うとする。 考えることができ できる。
る。



３ 指導と評価の計画（全１２時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○「 は の ○列車の運行の場面絵と運賃表の （イ－①） ○ノート記述 ○変数 、 の対y x x y
x y関数である」 写真を提示する。 ○具体的な事 表やグラフの 応表を作り と、

と い う こ と ○ある数量が変わるとそれに伴っ 象の中にある 観察の中で二 の値の関係につい

を、対応の様 て変わる数量を見付ける。 二つの数量の つの数量の関 て、対応の見方で

子の違いに着 関係を、変化 係を対応の様 調べていくことを

目して調べ、 表、グラフ、式を用いて、ど や対応の様子 子に着目して 助言する。

理解を深める のような関数なのか調べよう に着目して調 調べている。
2

ことができる べ 関数。 、 y=ax
○ の値を１つ決めると、それに について考察x
対応して の値がただ１つ決まる することがでy
ので、 は の関数である。 きる。y x

２ ○斜面を転が ○ある斜面をボールが転がってい （ア－①） ○ノート記述 ○表の変化や対応

るボールから く様子を１秒ごとに示した図を提 ○具体的な事 表をもとに変 の見方について助

比例でも一次 示する。 象の中にある 化や対応の見 言する。

関数でもない ○ボールが転がり始めてからの時 二つの数量の 方で、比例や

二つの数量の 間と距離の関係を調べる。 関係に関心を 一次関数と同

存在に気付き もち、観察、 じ関数なのか、

対比させなが この表で表された関数に 実験、調査な 比較しながら

ら二つの数量 ついて比例や一次関数と どを通して関 調べることが

の関係が 比較して調べよう 数 につ できる。y=ax y=ax2 2

の式で表され いて考察しよ

ることを理解 ○既習の比例や一次関数の表と比 うとする。

する。 較して考える。 （イ－②） ○ノート記述 ○１次関数の表を

○ が の関数で、 が の２次 ○関数 表をもとに変 準備し、比べるよy x x y=axy 2

式で表されるものがある。 で表すことが 化や対応の見 うに助言する。

できる事象の 方から、一次

変化や対応を 関数などとの

一次関数など 違いを明らか

と比較して考 にしながら考

察することが えることがで

できる。 きる。

（エ－①） ○評価問題 ○比例や１次関数

○事象の中に 表や式に表し の表や式と比べて

は関数 て考えること 考えるよう助言すy=ax2

を用いてとら ができる。 る。

えられるもの

があることを

知 り 、 関 数

の意味y=ax2

を理解してい

る。

３ ○ と の関 ○文から式を作る。 （ウ－①） ○評価問題 ○関数 に、x y y=ax2

係が で ○ ２ の表を作る。 ○関数 関数 に 、 の値を代入y=ax y= x y=ax y=ax x y2 2 2 2
、



あると分かっ の関係を、式 、 の値を代 することを助言すx y
ているとき、 表から を の式で表す方法 で表すことが 入し、 の値 る。y x a
文字の値に着 を考えよう できる。 を求め、式に

目しながらそ 表すことがで

の関係の式を ○ と の値を代入することで きる。x y a
求める方法を の値が求まり、式を導くことがで

知り、式を求 きる。

めることがで

きる。

４ ○関数 の ○ のグラフを表し、特徴を （ウ－②） ○ノート記述 ○点の集合がグラy=x y=x2

グ ラ フ を か 確認する。 ○関数 表の数値に着 フになっていたこy=ax2

き、その特徴 の関係を表、 目して座標平 とを確認し、表の

を見つけ、理 のグラフをかき、その 式、グラフで 面上に点をと 数値をよみとり、y=x2

解することが 特徴を調べよう 表現したり変 りながら関数 グラフ上に点をと

できる。 化の割合に着 のグラフ っていくことを助y=x2

する。○一部を拡大して、たくさんの点 目したりする をかき、その 言

をとり、グラフをかいていく。 などして、そ グラフの特徴

○原点を通り、 軸について対称 の特徴をよみ を見いだすこy
で、限りなく延びるなめらかな曲 とったりする とができる。

線になっている。 こ と が で き

る。

1/2５ ○ の ○ のグラフを確かめる。 （ア－②） ○ノート記述 ○ が１ ２y = a x y=x a2 2
、 、

＞０のときの ○関数 と のグラフの形に着a y=ax y= x y= x2 2 22 1/2
の値を変え の値によってグラフがどの に関心をもち のグラフをか 目することを助言a a

ながらグラフ ような違いになるかを調べ 表、式、グラ き、 の値と する。a
にかき表し、 よう フを用いて、 グラフの形か

グラフの形に その特徴を調 ら特徴をまと

着目しながら ○ 、 のグラフをかい べようとする めることがで、 。y= x y= x2 1/22 2

グラフの特徴 て比較する。 きる。

を調べること ○関数 のグラフは、 ＞０y=ax a2

ができる。 で の値が大きいほど 軸に近づa y
く。

６ ○関数 ○ のグラフを確かめる。 （イ－③） ○ノート記述 ○ の符号とグラy=ax y=x a2 2

のグラフは ○関数 の符号とグ フの形の関連性に、a y=ax a2

の符号によっ が－（負の数）のグラフ の特徴を表、 ラフの形に着 着目することを助a
てどのような について調べよう 式、グラフを 目し、特徴を 言する。

違いがあるか 用いて考察す まとめること

を調べ、関数 ○ － 、 －２ 、 － ることができ ができる。y= x y= x y= x2 2 21/2
のグラ のグラフをかいて比較をする。 る。y=ax2

フの特徴をま ○関数 のグラフの特徴をまy=ax2

とめることが とめる。

できる。

７ ○ の値 ○比例の場合の変化の様子をグラ （エ－②） ○評価問題 ○ の値が増えるy=ax x2

の変化の様子 フを見ながら確認する。 ○ 変 化 の 様 式からグラフ とき の値はどうy
を、グラフを 子、グラフの の中に表れる なっているかグラ



観察しながら の値の変化の様子を調 形、 の 特徴を判断し フの中に矢印を書y=ax y=ax a2 2
、

調べ、一次関 べよう の意味、変化 分類すること き入れることを助

数 の の割合の意味 ができる。 言する。y=ax+b
場合と比較し ○ の値を変えながら、グラフを な ど 、 関 数a
てまとめるこ 使って、変化の様子を書き込みな の特徴y=ax2

とができる がら調べる。 を理解してい

○一次関数 の場合と比較 る。y=ax+b
してまとめる。

８ ○関数 ○比例の場合をもとに、変化の割 （ウ－②） ○ノート記述 ○ の値が１ずつy=ax x2

y=ax yの変化の割合 合について確認する。 ○関数 表の変化の様 増加するときの
2

が一定でない の関係を 表 子から、変化 の増え方に着目す、 、

ことを、表や の変化の割合について調 式、グラフで の割合を求め るよう助言する。y=x2

グラフを使っ べよう 表現したり、 ることができ

て調べること 変化の割合に る。

ができ、関数 ○表やグラフを使って、 の値が 着目したりすx
におけ １ずつ増加するときの の増加量 るなどして、y=ax y2

る変化の割合 を調べる。 その特徴をよ

は、グラフ上 ○ の増加量を１ずつではなく、 みとったりすx
の２点を通る いろいろと区間を変えてみて変化 ることができ

直線の傾きを の割合を調べる。 る。

表しているこ ○関数 では、一次関数の場y=ax2

とを理解する 合と違って、その変化の割合は一

こ と が で き 定ではない。

る。

９ ○具体的な場 ○高いところからボールを自然に （ウ－②） ○ノート記述 ○表の数値の意味

面で変化の割 落とす場面を示す。 ○関数 速さが変化す について考えるよy=ax2

合を求めるこ の関係を 表 ることに気付 うに助言する。、 、

とを通して、 ボールの速さについて詳し 式、グラフで き、変化の様

関数 に く調べよう 表現したり、 子に目を向けy=ax2

おける、ある 変化の割合に ることができ

区間の変化の ○３秒後のボールの速さを求める 着目したりす る。

割合はその区 １５ｍ／秒ではつじつまが合わ るなどして、

間の平均の速 ないことに気付く。 その特徴をよ

さを表してい ○△秒から◇秒までの平均の速さ みとったりす

ることを理解 を、変化の割合ととらえる。 ることができ

することがで る。

きる。 （エ－①） ○発言 ○平均の速さと変

関数 の 速さを求める 化の割合の数値にy=ax2

意味、変化の ことは、変化 着目するように助

割合の意味を の割合を求め 言する。

理 解 し て い ることになる

。る。 ことに気付く

○身の回りに ○まっすぐにのびた線路の図とそ （ア－③） ○ノート記述 ○数量関係をグラ

起こる事象か の線路を走る列車の動きを表した ○関数 問題に表れる フで表すことがでy=ax2

ら関数 グラフを示す。 の関係が実生 数量関係を表 きないかを助言すy=ax2
、

を見いだし、 活と深くかか 式、グラフを る。

10



表、式、グラ 関数を見いだし、問題を解 わっているこ 活用して表そ

フを用いて、 決しよう とに気付き、 うとする。

問題を解決す 関数 をy=ax2

ることができ ○グラフから分かることを見付け 活用しようと

る。 だす。 する。

○式を導き出す。 （イ－④） ○ノート記述 ○グラフの中でラ

○グラフから問題の解答をよみと 具体的な事象 ２つのグラフ ンナーが追いつい

る。 を 関数 の交点を追い たところはどのよ、 y=ax2

○線路に平行に走る道路を列車と を用いて考察 ついた場所と うに表されている

同時に出発したランナーの様子を し、その結果 してとらえる か問いかける。

。グラフに書き込む。 が適切である ことができる

かどうか振り

返って考える

。ことができる

（エ－③） ○机間指導 ○グラフ上の点を

○関数 グラフから関 式に代入するようy=ax2

を用いると事 数 と予 指導する。y=ax2

象を考察した 想して考える

。り、予測した ことができる

りできること

を理解してい

る。

○図形を移動 ○正方形と直角二等辺三角形が直 （イ－④） ○ノート記述 ○その事象は、表

させるときに 線上に並んでいる図を示す。 ○具体的な事 表やグラフを やグラフのどこを

現 れ る 関 数 ○重なってできる図形について考 象を 関数 よみとったり 示しているのかを本 、 、y=ax2

を見い える。 を用いて考察 式を利用した 問いかけたり、式時 y=ax2

だし 表 式 し、その結果 りして、具体 ではどこの部分と、 、 、

グラフを用い 重なってできる図形の面積 が適切である 的な事象につ 関わっているかな

て、問題を解 の変化の様子を調べよう かどうか振り いて、問題を ど問いかけたりし

決することが 返って考える 解決すること て、見ていくポイ

できる。 ○条件から表 式 グラフで表す こ と が で き ができる。 ントを示す。、 、 。

○グラフや表から と の変域を る。x y
、 、考えることができる。 （ウ－③） ○ノート記述 ○ の値を１ ２x

○ は の２乗に比例する関数だ ○関数 図形を移動さ …と具体的な場面y x y=ax2

と判断する。 の表、式、グ せるときにで を示した図を準備

○グラフから問題の解答をよみと ラフを用いて きる重なった し、その場面ごと

る。 具体的な事象 部分の面積の の面積を考えてい

を 表 現 し た 変化を表、グ くよう助言する。

り、処理した ラフ、式で表 （ヒントプリント

りすることが すことができ を準備する）

できる。 る。

○これまでの 章末練習問題

学習を振り返

り、いろいろ

な問題を解く

。ことができる

11
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・図形を移動させるときに現れる関数 を見いだし、表、式、グラフを用いて、問題をy=ax2

解決することができる。

（２）本時の位置

１１／１２時

（３）展開案

学 習 活 動 評価内容・方法 指導・援助過程

、○教材は図で提示するが

問 下の図のように、正方形と 生徒にはプリントを配

題 直角二等辺三角形が直線上に → 布し、記入して、重な

提 並んでいる。正方形を固定し、 りの図形について考え

示 直角二等辺三角形を矢印の方 ていけるように配慮す

向に移動させたとき、重なっ る。
Ｅ Ａ Ｄ

てできる図形の変化の様子を ○実際に図を移動させ

調べよう。 ていき、移動における

点Ｂと点Ｇとの距離が ㎝ 形の変化をつかんでいx ycm ２

のときに重なってできる図形 けるように配慮する。Ｃ
の面積を ㎝ とする。 ㎝y x２

Ｆ Ｂ Ｇ

・ＧがＢからＣに着くまでは直角二等 ○どうして直角二等辺三

辺三角形ＢＧＨができている。 角形になるかを明らか

課 にしておく。

題 重なってできる図形の面積の変化

把 の様子を調べよう

握

○表で表す （ウ－③） （Ｃ→Ｂ）

ｘ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ◎関数 の表、式、グラフ ◎ の値を１、２、…のy=ax2 x

、などを用いて具体的な事象を ときと場合を設定して

課 ｙ ０ 表現したり、処理したりする 表やグラフで表してい1/2 2 9/2 8 25/2 18

ことができる。 くように助言する。

題 ・ が１増えるときの の増え方は一 ［机間指導］x y

定ではない。 図形を移動させるときにできる

追 ・ が２倍、３倍・・・になると、 は 重なった面積の変化を表、式、x y

２ 倍、３ 倍・・・になっている。 グラフで表すことができる。
２ ２

の形になっている。究 y=1/2x2

○グラフで表す ○数量の変化の様子を調

、 、 、べるときには 表 式

放物線になって グラフの３つををもと

いる。 に関係をとらえていく

態度を身に付けていく

の形に ようにする。y=1/2x2

なっている。



○式で表す

三角形の面積公式から
2y=x x 1/2=1/2x× ×

○図形を移動させるときに現れる関数

は の関係になっているといえy=ax2

そうだ。

○問いに答える （イ－④）

① ＝ のとき、重なってできる図 ◎具体的な事象を、関数 ○表、式、グラフのすべx y=ax1.2 2

形の面積を求めなさい。 を用いて考察し、その結果が てから言えることをお

②重なってできる図形の面積が２ｃｍ 適切であるかどうか振り返っ さえる。
２

の時の の値を求めなさい。 て考えることができる。x

③重なってできる図形の面積が元の直 ［机間指導］ （Ｃ→Ｂ）

課 角二等辺三角形の面積の になる 表やグラフをよみとったり、式 ◎その事象は、表やグラ1/2

題 ときの の値を求めなさい。 を利用したりして、具体的な事 フのどこを示しているx

解 象について、問題を解決するこ のかを問いかけたり、

決 とができる。 式ではどこの部分と関

わっているか問いかけ

○表、式、グラフを使って、具体的な ○関数 を用いると、事象 たりするなど、見ていy=ax2

事象について考えることができたり、 を考察したり、予測したりで くポイントを示す。

予測したりすることができそうだ。 きることを理解している。

○自己評価カードを利用ま

し、単位時間ごとの自と

分の姿を振り返る場をめ

設定する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時、重点的に取り上げた評価規準

ウ－④

関数 の表、式、グラフなどを用いて具体的な事象を表現したり、処理したりすy=ax ２

ることができる。

（２）評価の実際

＜評価の方法＞

□ノート記述

図形を移動させるときにできる重なった部分の面積の変化を表、式、グラフで表すこと

ができる。

＜判断の事例＞

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

三角形の面積公式から導いた式や表、グラフなどを関連付けてとらえることができる。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

図形を移動させるときにできる重なった部分の面積の変化を、表を用いて表し、その中

から式を導くことができる。

（３）個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

○つまずき：表に表現することができない。

○要 因：直角二等辺三角形が移動していく場面をイメージすることができず、重なっ

てできる図形の変化の様子がつかめない。

□指導の手だて

の値を１、２、…のときと具体的な場面を示したミニプリントを準備し、その場面ごx
との重なってできる図形（直角二等辺三角形）の面積を求めながら表を完成していくよう

に指導した。

□生徒の変容

何も手につかなかった生徒も、一つ一つ手順を踏んでいくことで表を完成することがで

きた。また、 が１、２、…のときの三角形の図を具体的に書き、面積を 、１…と求x 1/2
めていくことで変化の様子にも気付き、変域にも目を向けることができた。


